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明るく住みよい町づくり。

政治学級生を

私たちは、誰もが豊かで生きがいのあ

る明るく住みよい社会を望んでいます。

政治や選挙と言うと堅いイメージが浮か

びますが、学習会では、日常生活に関わ

りのある“ゴミ問題・健康・議会傍聴・

講演会”などをテーマに小グループ学習

会を予定しています。この学級は公民館

活動と選挙啓発の一環として行われます。

興味のある人！意見・要望のある人！

一緒に楽しく学習してみませんか。お気

軽に申込みください。

●対　　象＝明るい選挙を目指す20歳以

上の男女

●募集人員＝15人程度

●募集期間＝4月1日㈱から30日（木）まで

●申込み・問い合わせ＝社会教育課公民

館係1〇（293）1355または、

町選挙管理委員会うな（293）

1234へ
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これまで高齢者の生きがい対策として実施して

きました遠賀地鶏の斡旋が新しくスタート。町内

にお住まいの人なら誰でも申し込めます。jSlるっ

て申込みください。

●申込期間　4月1日（杓から10日給）まで

●申込資格　町内にお住まいの人

●募集人員　先着約70人分（640羽）

●募集要領　○雛の種類　イサブラウン

○雛の羽数1戸（1人）10羽以内

○雛の日輪　50日雛

●配付方法　5月下旬頃　各地区ごとに配布予定

●難の価格　雄・雌ともに1羽309円（618円の1／を

は町が補助）
●申込方法　印カンを持参のうえ産業課農政商工

係窓口で申込みください。ただし、

電話での申込みはお断りします。
●問い合わせ　役場産業課農政商工係

℡（293）1234へ

三申込み時の注意事項を 

の住環境汚染が心配されます。隣家等に迷惑の l‘，、‾＿．1番蟻潅．那ニー 

遠
賀
地
鶏
（
番
難
）
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
が
。



吉　　富離籍瀧端部嵩∴∴謀競諾すると 
よ　考課講書謹鷲舎紙器警 �割引されます　　前納知膚∴∴∴ゎ蘭厨 　　　　　　　か前任 

⊃／∴た、年金額についても、物価の上昇によるスライド 
分3．4パーセント増が見込まれています。 

と　　全国民共通の基礎年金は、　　　／ 

● 　　　　　　1〇〇〇SOSSr �めていく額も安くなります。 例えば、平成4年4月から 平成5年3月までの1年間 露矧唾 謙肝寵 
00－　　　　皆さんが納めている保険料 

は、お年寄りや障害者、遺族の人たちの貫重な年金 
の財源となっています。そして皆さんもいつかは年 

の　金受給者となります。年金制度は、世代と世代の支 　え合い。世代間において、公平にバランスを図り加 

は大老に急激な負担とならかように、毎年段脚に な保険料が引き上げられていますo 　保険料納付に、皆さんのご理解とご協力をお頭い 

します。 

し 

弱
配
。
田
園

自
衛
官
（
2
第
睡
・
海
・

空
士
）
　
真
集
中
。

●
応
募
資
格
）
日
本
国
籍
を
有
す
る
1
8

歳
以
上
2
7
歳
未
満
の
男
女

●
受
付
期
間
）
・
男
子
…
年
間
を
通
じ

て
受
付
け
・
女
子
…
後
期
3
月
上
旬
～

5
月
下
旬

●
身
　
分
）
特
別
国
家
公
務
員

●
待
　
遇
）
昇
給
年
1
回
、
賞
与
年
3

回
（
5
・
4
5
カ
月
分
）
、
衣
食
住
無

料
、
任
期
満
了
者
に
は
特
別
退
職
手
当

て
が
支
給
さ
れ
ま
す

●
休
日
休
暇
）
有
給
毎
払
日
、
4
週
6

休
（
間
も
な
く
週
休
2
日
制
へ
移
行
予

定
）
、
年
末
年
始
・
夏
期
そ
の
他
特
別

休
暇
あ
り

●
受
付
け
・
問
い
合
わ
せ
）
総
務
課
窓

口
又
は
芦
屋
募
集
郵
務
所
℡
（
2
2
3
）

0

9

8

1

へ

●
真
果
期
間
）
4
月
1
日
（
水
）
か
ら

5
月
1
5
日
（
金
）
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
℡
（
2
9
3
）
1
2
3

4
へ囲

中
間
・
遠
賀
地
区
の

少
年
の
船
団
員
募
集

●
と
　
き
）
7
月
紳
日
（
月
）
か
ら
5
0

日
（
木
）
ま
で
の
4
日
間

●
研
修
地
）
西
表
島
・
石
垣
島

●
薦
某
人
員
）
仰
人

●
蔦
集
期
間
）
4
月
1
日
か
ら
5
月
1
5

日
ま
で
（
今
年
は
往
復
飛
行
機
使
用
）

●
申
込
方
法
）
社
会
教
育
課
に
あ
る
所

定
の
用
紙
を
記
入
の
う
え
、
同
課
へ
申

込
み
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
）
　
（
代
表
）
松
井
　
昆

℡

0

9

4

9

4

（

2

）

5

5

6

3

へ

4
月
は
老
齢
福
祉
年
会

堰
書
の
提
出
月
で
す
。

圃
日
中
友
婿
「
九
州
青
年
の

船
」
団
霊
夢
集
中
。

●
と
　
き
）
8
月
0
0
日
（
日
）
か
ら
9

月
1
0
日
（
木
）
ま
で
の
1
2
日
間

●
訪
問
国
（
部
市
）
）
中
華
人
民
共
和

国
（
上
海
・
北
京
・
天
津
）

●
募
集
人
員
）
班
長
3
人
一
般
団
員

館
人

●
年
　
齢
）
班
曇
飾
－
3
5
歳
一
般
団

具
柳
ー
2
9
歳

●
負
担
金
）
7
3
、
0
0
0
円
（
班
長

は
免
除
）

今
度
の
老
齢
福
祉
年
金
は
、
4
月
1
3

日
以
降
に
指
定
の
郵
便
局
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
金
を
受
け
取
ら

れ
た
ら
、
国
民
年
金
証
書
を
忘
れ
ず
に

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
へ
琵
出
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、
8
月
に
受
け
ら
れ

る
金
額
を
記
入
し
て
お
返
し
し
ま
す
。



（約33センチメート）の

今お持ちの保険証は、3月31日

関で有効期限が切れます。新しい

保険証は、次の日経で交付します。

♭と　き＝4月1日㈱から2日（杓

まで

♭ところ＝役場玄関ホール

♭持　参＝保険証（桃色）、印鑑

●道隔地の学生など家族と別に保

険証を持っている人は、申禍嵩

（住民課にあります）に学生証

または在学証明蕾を添付し、印

鑑持参のうえ住民課で手続きを

してください。

繰締高

健康テレ鷹シ
サービス

531－8181

平
成
5
年
の
歌
会
蛤
の

お
題
は
「
空
」
　
で
す
。

自
作
の
歌
を
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

宮
内
庁
で
は
、
平
成
5
年
歌
会
始
の

お
題
を
「
空
」
と
定
め
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
自
作
の
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
詠
進
歌
の
霞
進
要
領

・
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
。

・
用
紙
は
、
半
紙
（
和
紙
）
と
し
て
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

一
約
2
4
セ
／
千
メ
ー
ト
ル
）

●
骸
進
の
潮
田
）
9
月
5
0
日
（
水
）
ま
で

●
郵
送
先
）
〒
脚
東
京
都
千
代
田
区
千

代
田
一
番
一
号
　
宮
内
庁
と
し
、
封

筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。

●
向
い
合
あ
せ
）
疑
問
の
点
は
、
直
接

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手

を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
9
月
2
0

日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談
の
会
場

が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
4
年
4
月
か
ら
心
配
ご
と
相
談

の
受
付
け
会
鴬
が
中
央
公
民
館
と
な
り

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

こ
相
談
く
だ
さ
い
。

●
向
い
合
わ
せ
）
社
会
福
祉
協
議
会
℡

（
2
9
3
）
1
2
3
4
内
線
3
5
9
へ

「
訓
」
坤
」
甲
“
－
因
l

●
期
　
日
　
4
月
1
4
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
調
時
0
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
禽
者
　
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

●
持
参
晶
　
母
子
健
康
事
態

バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定

態
乳
食
指
導
及
び
試
食

●
料
　
金
∴
無
料

●
そ
の
他
　
4
カ
月
児
は
小
児
ガ
ン
の

検
査
セ
ッ
ト
を
配
布

臆
妊
　
婦
　
相
談

●
潮
　
目
　
4
月
6
日
（
月
）

●
暗
　
面
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

●
受
　
付
　
1
3
時
刻
分
－
1
3
時
0
0
分

●
場
　
所
　
役
場
保
健
室

●
内
　
容
。
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

。
産
前
・
産
後
の
知
識

o
妊
婦
体
操
と
お
産
の
補
助

動
作

●
持
参
晶
　
印
鑑
（
母
子
健
康
手
帳
受

領
者
の
み
）

●
料
　
金
　
無
料

親
子
ふ
れ
あ
い
学
級
に

参
加
し
ま
せ
ん
が
。

子
育
て
を
し
て
い
て
、
．
こ
れ
で
い

い
か
し
ら
9
，
′
ど
う
し
た
ら
い
い
の

？
〟
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
親

子
で
ふ
れ
る
い
な
が
ら
一
緒
に
解
決
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
乳
児
対
象
は
4
月
7
日
か

ら
、
幼
児
対
象
は
4
月
2
1
日
か
ら
（
毎

月
第
1
・
3
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す

が
変
更
も
あ
り
ま
す
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
2
階

●
受
　
付
　
1
3
時
か
ら
1
3
時
0
0
分
ま
で

●
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
・
バ
ス
タ

オ
ル

●
料
　
金
　
無
料

●
向
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
℡
（
2

0

1

）

4

1

6

1

へ
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予
肪
接
種
メ
モ

運
賃
面
で
の
三
種
混
合
と
新
三
種
混

合
の
二
つ
の
予
防
接
標
の
受
け
方
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
三
強
混
合
（
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
復
員
）

生
後
一
二
カ
月
か
ら
四
十
八
カ
月
ま
で

の
間
に
一
期
・
二
期
を
終
わ
ら
せ
ま
す

た
だ
し
、
四
十
八
カ
月
ま
で
に
一
期

だ
け
が
終
わ
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
六

十
六
カ
月
ま
で
接
種
が
で
き
ま
す
。

接
種
の
時
期
は
、
一
年
中
で
す
。
な

お
、
料
金
は
無
料
で
す
。

●
新
三
強
混
合
（
庸
し
ん
、
島
し
ん
、

お
た
ふ
く
風
邪
）

麻
し
ん
又
は
新
三
極
混
合
の
ど
ち
ら

か
を
生
後
十
二
カ
月
か
ら
七
十
二
カ
月

ま
で
の
間
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金
は
、
4
月
1
日
よ
り
無
料
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
す
で
に
麻
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
て
新
三
極
混
合
を
受

け
ろ
場
合
は
有
料
（
全
額
自
己
負
担
）

に
な
り
ま
す
。
接
種
の
時
期
は
七
月
と

八
月
を
除
い
た
一
年
中
で
す
。

●
ご
注
憲
く
だ
さ
い

こ
の
二
つ
の
予
防
接
種
は
役
場
で
は

な
く
町
内
の
医
院
・
病
院
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

音
接
種
医
院
・
病
院

・
背
柳
医
院
・
衝
瞭
医
院

・
浅
木
病
院
・
健
愛
記
念
病
院

●
接
種
方
法

役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
・
各
医
院
・

病
院
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
問
診
票
を

記
入
の
う
え
、
採
種
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
接
穂
に
は
、
印
鑑
・
母
子
手

帳
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
予
防
接
謡
を
受
け
ら

れ
る
時
は
、
予
防
接
種
注
意
事
項
（
新

一
三
種
混
合
に
つ
い
て
は
、
接
穂
説
明
書
）

を
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

脚
惚
岨

俳
句
の
春
の
季
語
の
一
つ
で
す
。
旅

の
途
中
で
死
ん
だ
雁
を
供
養
す
る
た
め

に
、
海
岸
で
風
呂
を
わ
か
す
と
い
う
風

習
の
よ
う
で
す
。

秋
に
北
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
雁
が
海

上
で
羽
を
休
め
る
た
め
に
、
く
あ
え
て

き
た
小
枝
を
海
岸
ま
で
き
て
捨
て
、
そ

し
て
、
春
に
ま
た
北
へ
向
か
っ
て
旅
立

つ
と
さ
に
、
そ
の
枝
を
拾
っ
て
い
く
と

い
い
ま
す
。
雁
が
去
っ
た
あ
と
に
小
枝

が
取
り
残
さ
れ
て
い
ろ
の
は
、
途
中
で

死
ん
だ
り
捕
え
ら
れ
た
り
し
た
哀
れ
な

雁
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の

人
が
供
養
の
た
め
に
、
そ
の
小
枝
で
風

呂
を
わ
か
し
、
旅
の
人
に
ま
で
振
る
舞

っ
た
と
い
う
の
で
す
。

奥
州
外
ケ
浜
に
こ
の
風
習
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
ケ
浜
と
は
、
青

が
人
∴
ぷ
　
　
ろ

臆
雌
臨
書
田
町
m
臆

森
市
か
ら
陸
奥
湾
の
西
側
の
津
軽
半
島

を
海
沿
い
に
北
上
し
、
青
函
ト
ン
ネ
ル

本
州
側
の
入
口
で
、
「
青
函
ト
ン
ネ
ル

記
念
館
」
の
あ
る
電
飛
崎
辺
り
ま
で
の

地
域
の
こ
と
で
す
。

で
も
、
い
ま
こ
の
辺
り
で
は
雁
風
呂

の
習
慣
は
な
く
、
雁
が
落
と
し
た
小
枝

を
見
る
こ
と
も
な
い
．
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
文
芸
伝
説
，
（
青
森
県
百
科
事
典
）
の

よ
う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
雁
の
長
い

旅
の
厳
し
さ
が
し
の
ば
れ
る
話
で
す
。

一
方
、
わ
た
し
た
ち
も
春
に
な
る
と

活
動
が
活
発
に
な
り
、
交
通
事
故
が
心

配
で
す
。
四
月
六
～
十
五
日
ま
で
、
恒

例
の
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
重
点
目
標
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
の
徹
底
、
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止
、
違
法
駐
車
の
締
め
出

し
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
、
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う


